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構造改革特別区域計画 

 

１ 構造改革特別区域計画の作成主体の名称 

  広島県 

 

２ 構造改革特別区域の名称 

  環境にやさしいカーシェアリング広島特区 

 

３ 構造改革特別区域の範囲 

  広島県全域 

 

４ 構造改革特別区域の特性 

（１）低公害車・エコドライブの普及促進 

   次世代のための環境づくりの一環として，地球温暖化防止と自動車の排出ガス対策は重 

  要なテーマである。 

   県内での１４年度における温室効果ガス排出量は，平成２年度と比較して１１％増加し 

  ており，地域の自然・社会的条件に応じた温室効果ガスの排出抑制の施策を積極的に推進 

  していく必要がある。また，幹線道路沿いにおいては，二酸化窒素，浮遊粒子状物質が一 

  般環境に比して依然として高い濃度となっており，自動車排出ガス対策の一層の取組強化 

  が求められている。 

   この問題解決には低公害車の普及促進とエコドライブの定着が不可欠であるが，本県に 

  おける平成１５年度末の低公害車の保有台数は約１６万台，その保有率は１４．８％と全 

  国平均をわずかに上回る程度であり，今後さらなる普及の加速が望まれる。 

 

（２）県民による自主的な環境配慮への取組の推進 

   広島県では，様々な環境問題に広範に取り組むため，平成１５年１０月に「広島県公害 

  防止条例」を全面改正し，「広島県生活環境の保全等に関する条例」（以下「生活環境保全 

  条例」という。）を制定した。 

   この条例では，従来の産業型公害に有効であった規制的な手法に加えて，環境配慮への， 

  県民・事業者の自主的な取組を促す手法を盛り込み，“県民みんなで進める次世代のための 

  環境づくり”を目指し，施策の展開を図っている。 

 

（３）地球温暖化防止・自動車排出ガス等削減対策のための環境整備 

   県民総ぐるみでの地球温暖化防止・自動車排出ガス等の削減対策を積極的に推進するた 

  め，昨年制定した生活環境保全条例に５つの県民・事業者の自主的な取組を促す規定を設 

  け，その推進のための環境を整備した。 

  ① 自動車使用者の責務 

    低公害車の購入，自動車の適正な点検・整備等の努力義務 

  ② 自動車等の駐車時における原動機の停止 

    運転者に駐車時における原動機の停止（アイドリング・ストップ）を義務付け 

  ③ 駐車場管理者等の責務 

    一定規模以上の駐車場の管理者等に利用者への原動機停止（アイドリング・ストップ） 
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   の周知を義務付け 

  ④ 自動車使用合理化計画書の作成 

    一定台数以上の自動車を使用する事業者に自動車の使用合理化や低公害車等の導入な 

   どの計画書の作成・公表を義務付け 

  ⑤ 自動車販売者の責務 

    自動車販売者に新車購入者への環境情報の交付・説明を義務付け 

 

   現在，地方公共団体自らが自動車使用合理化計画の作成・公表やエコドライブ励行への 

  取組を進めるほか，県民や事業者に低公害車の導入やエコドライブの実践を呼び掛けるな 

  ど，県民自らによる環境にやさしい自動車利用のライフスタイルの普及・定着に向け，施 

  策の展開を図っている。 

 

（４）都市圏における交通の円滑化の推進 

   本県では，平成１１年に「広島県総合交通計画」を策定し，総合的な交通体系の整備に 

  取組んでいる。とりわけ，県内の各都市圏においては，慢性的な交通混雑を緩和し交通の 

  円滑化を図るため，自動車交通需要の増大を抑制するためパークアンドライドをはじめと 

  した交通需要マネジメント施策の展開や公共交通の利便性向上を図るなど，総合的な都市 

  圏交通対策の推進を行っている。 

 

５ 構造改革特別区域計画の意義 

（１）ユーザーの利便性の向上 

 車両の貸し出しにおいて，ＩＴ等を活用した無人予約が可能となり，２４時間いつでも，車両の

空き状況を確認し予約することができる。 
 狭い立地で無人のカーシェアリングステーションを設置することにより，市街地への事業展開を

容易に行うことができ，ユーザーの利便性の向上や駐車場問題の解消にもつながる。 
（２）環境対策 

  レンタカー型カーシェアリング事業が展開されて，これらを利用する人々の情報発信や街 
 の角々で環境にやさしい低公害車の走行・エコドライブの実践が見られることによって，低 
 公害車・エコドライブへの県民の関心が高まり，自家用自動車の使用の抑制や自動車の排ガ 
 ス抑制につながり，生活環境の改善に資する。 
（３）交通渋滞の緩和等 

  カーシェアリングの利用者として，都市部の集合住宅居住者や，小規模事業所などを想定して 
 いるが，これらによる低公害車の共同利用により，自家用自動車の過度の使用が抑制され，交通 
 渋滞の緩和や駐車場問題の解消につながる。 
 

６ 構造改革特別区域計画の目標 

   環境関連に係る規制緩和である今回の特定事業を活用し，低公害車・エコドライブの普及 

 促進を図ることにより，より一層の環境対策に資することを目標とする。 

  また，土地利用対策及び交通需要マネジメント施策の一環としての新たな取組みなど都市 

 圏における交通の円滑化に資することを目標とする。 

  更に，県，関係市町村や民間企業のみならず，県民自ら環境等に対する問題意識を持ちな 

 がら，環境問題等に対して一体的に取組むことにより，県内全体への波及効果を高めること 

 を目標とする。 
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７  構造改革特別区域計画が構造改革特別区域に及ぼす経済的社会的効果 

（１）低公害車の利用の増大 

  カーシェアリングが主に県民や自動車の使用頻度の少ない事業者を対象に展開される 

ことにより，低公害車利用の利便性が大きく向上し，低公害車の利用者やエコドライブの

実践者が増加し，これが発端となり，県民・事業者の環境に配慮した自動車利用への関心

が高まり，低公害車の導入促進やエコドライブの実践の促進・定着に大きく貢献すること

になる。 

 また，現在，低公害車の導入促進を図るために様々なイベント等が開催されているが，

一過性の展示・試乗会型のものが多く，その目的の浸透には限界がある。一方，特定事業

のユーザーは日常的な利用者となるため，その利用者による情報発信は，低公害車の利用・

導入促進への大きな波及効果が期待される。 

（２）都市部の民間事業者等への普及  

   官公庁・企業等の環境に対する取組みは年々活発化している一方，社用車等は，各組織 

  で必要台数をそれぞれ保有している現状であることから，当該事業を実施し，近隣の企業 

  間で可能な限り車両を保有することにより，環境対策・交通対策に効果が発揮されるとと 

  もに，結果として，企業における利便性の向上やコスト削減対策にも波及効果が期待でき 

  る。 

（３）郊外に立地している工場・事業所等における交通手段 

   県内の大規模工業団地等は，多くは郊外に立地しているが，公共交通機関へのアクセス 

  が難しく，事業者の多くは，タクシーやシャトルバスなど，高コストあるいは利便性の低 

  い手段での移動を行っている現状である。 

   このような事業所等と都市部や空港・ＪＲなどの交通機関とのアクセス手段として当該 

  事業を実施することにより，事業者の利便性の向上・コスト削減のつながるとともに，今 

  後の広島県の企業誘致活動にも一定の効果が期待できる。 

 

８ 特定事業の名称 

  環境にやさしいレンタカー型カーシェアリングのための無人貸渡しシステム可能化事業 

  （１２１７ 国土交通省） 

 

９ 構造改革特別区域において実施し又はその実施を促進しようとする特定事業に関 

 連する事業その他の構造改革特別区域計画の実施に関し地方公共団体が必要と認め 

 る事項 

 

  特になし 
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（別紙） 

 

 構造改革特別区域において実施し又はその実施を促進しようとする特定事業の内容，

実施主体及び開始の日並びに特定事業ごとの規制の特例措置の内容 

 

 

１ 特定事業の名称 

  環境にやさしいレンタカー型カーシェアリングのための無人貸渡しシステム可能化事業 

 （１２１７ 国土交通省） 

 

２ 当該規制の特例措置の適用を受けようとする者 

  株式会社マツダレンタカー 

 

３ 当該規制の特例措置の適用の開始の日 

  特別区域計画認定後直ちに    
 

４ 特定事業の内容 

(1) 事業に関与する主体及び活動内容 

  株式会社マツダレンタカー 

 （広島県広島市南区金屋町 2-15） 

(2)  事業が行われる区域 
  広島県全域で事業展開を予定 

(3)  事業の実施期間 
  平成１７年２月から事業終了まで 

(4)  事業により実現される行為 
   特区内において，レンタカー事業者がハイブリット車など環境にやさしい車両の無人店 

  舗での貸し出し（レンタカー事業）を事業化する。 

   また，構造改革特区計画の趣旨を踏まえ，利用者に対して，環境へ配慮した車両を使用 

  していることをＰＲし，環境配慮への啓発を推進していく。 

   具体的には，以下の２点に焦点を当てた事業展開を計画している。 

 

  ① 個人所有の自家用車の代替としての展開（集合住宅型カーシェアリングの展開） 

    レンタカーのこれまでの利用実態を見ると，集合住宅（マンション，アパート等）に 
   居住する方の利用割合が高く，また，１２時間以下の短時間利用者が多く見受けられ， 
   それらの利用者は，一週間を通してほぼ均一に利用されていることが推測される。 
    今回の特区において，無人店舗でのレンタカー型カーシェアリングが可能となれば， 
   集合住宅内またはその周辺に無人店舗を展開することにより，上記の利用者ニーズを満 
   足させるのに十分なサービスの提供が可能と考える。 
    現在，カーシェアリング付マンションの提案を，マンション経営者等関係者に提案し 
   ているところである。 
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  ② 企業の社用車の代替としての展開（オフィス型カーシェアリングの展開） 

  ○ 市中心部の小規模事業者の共有社用車としての利用 
    雇用形態の多様化等により，近年，ＳＯＨＯが増え，専用のオフィスビルも建設され 
   ている｡そのようなレンタルオフィスは市中心部を始めとして数多く展開しており，ほぼ 
   オフィスの数だけ車両を保有していると考えると，大変な交通障害であり，環境にも多 
   大な影響を及ぼすことになる。 
    今回の特区において，無人店舗でのレンタカー型カーシェアリングが可能となれば， 
   上記のようなオフィスやその周辺に無人店舗を展開することにより，車両の需給バラン 
   スが図られ，交通障害や環境対策に資すると考えられる。 
    現在，具体的にＳＯＨＯ協会やレンタルオフィス業者に対し提案を行っていくことを 
   予定している｡ 
 

  ○ 郊外に立地している事業所等における交通手段としての利用 
    大規模な工場を立地するための工場団地は，公共交通機関へのアクセスを確保するこ 

   とが難しく，事業者の多くは，タクシーやシャトルバスなど，高コストあるいは利便性 

   の低い手段に頼らざるを得ない状況である。 

    今回の特区において，無人店舗でのレンタカー型カーシェアリングが可能となれば， 
   このような事業所等またはその周辺に無人店舗を展開することにより，都心部，空港・ 

   JR などへのアクセスを低廉にかつ簡便に確保することが可能となると考えられる。 

    また，このような郊外型カーシェアリングが実現すれば，立地事業者のコスト削減・ 

   利便性向上の重要な手段になると考えられるため，今後，カーシェアリングシステム導 

   入と地方自治体等の企業誘致活動と連携させていくことも視野に入れている。 
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  (5) 整備される施設 

①  ステーション端末 

当該端末により，貸出車の予約，予約確認，鍵の貸出・返却等を行う。 

 

②  貸出用自動車 

・１ステーションにつき，３台の車両を配置予定。 

・車種については，環境面に配慮し，ハイブリッド車及び低排出ガス車の２種類を予定。 

 

５ 当該規制の特例措置の内容 

  本計画を実施するにより，低公害車やエコドライブの普及促進が図られ，これまで取り組

んできた県や市町村における環境対策のより一層の推進を図ることが可能となる。 

  また，本計画で行われるレンタカー型カーシェアリングは，無人の事務所にステーション

端末を設置し，貸出車の貸渡し等を実施することとなるが，その際，車両の整備・管理にお

いて支障が生じる恐れが想定されるが，それら想定される問題点については，下表のとおり，

実施主体において代替措置を講じることとし，適正な運営を行うことと見込まれる。 

リスク 解決策 

車上荒し、車両盗難 
・警備会社への場内警備依頼 
・各車両の位置検索装置の装備 
・各車両への防犯装置の装備 

貸渡装置への加害 ・各端末への防犯装置の設置 
・防犯用ｶﾒﾗの設置 

車両保守 
・事故（車両状態） 
・点検整備 
・清掃 

・係員の定期巡回 

 

ＩＣカードでエントリーします。 

カメラ 

来訪者を確認できます。 

プリンタで「貸渡証」「御利用

明細書」を印刷します。 

人感センサーで蛍光燈・

カメラを動作させます。 

照明 

夜でも明るい雰囲気で操作

ができます。

ＩＰ電話 

事務所と通話料無料で話

ができます。 

鍵ボックス 

システムが予約を確認して，自

動的に開きます。 
タッチパネル 

センターサーバと連

動して，下記の操作

が行えます。 

ブザー 

鍵を格納するボックスは，

開放時にブザーがなるの

で，閉め忘れがありませ

ん。 




